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部
十
怨

(

ニ
£

ハ)

飾

錄

地

代

槪

論

熔
融
物
の
®

解
又
は
熱
、
葉

化

學

に

«
す
る
試
驗
等 

主
た
る
も
の
に
し
て
未
だ
人
造
肥
料
、
飮
食
料
品
•
.
翳 

藥
及
‘徽
療
器
械
、
理
化
學
器
械
"

樂
器
音
！r

電
氣
機 

械
、
諸
機
械v

原
®

機
關
"

採
鑛
冶
金
、兵
器
爆
樂
、
航 

海
航
空
"
土
木
建
築
等
に
關
す
る
分
析
*

試
験
、
檢
定 

诺
く
は
鑑
定
等
に
對
す
る
施
設
は
観
る
こ
ヒ
を
得
ざ
る 

な
ぅ
。
況
ん
や
此
等
に
關
す
る
自
發
的
獨
創
的
發
見
若 

く
は
、發
明
に
於
て
あ
や
。
但
し
玆
に
一
の
特
筆
す
べ
き 

事
項
あ
-

C
n
"

も
は
前
®

に
記
述
せ
し
化
學
製
品
中
の
電 

氣
絕
緣
布
の
生
地
仕
上
法
、
磁
製
淡
發
皿
及
坩
堝
の
製 

法
、
並
に
燐
寸
原
料
た
る
燐
の
工
業
的
製
造
法
の
三
者 

は
東
京
の
工
業
試
驗
所
が
硏
究
を
遂
げ
た
る
も
の
に
し 

て
啻
に
輸
入
杜
絕
在
品
拂
底
價
格
騰
貴
の
今
日
に
於
て• 

•0

み
.な
ら
ず
、
將
來
に
於
て
も
我
國
X

業
界
に
貢
献
す 

る
こ
^
の
偉
大
な
る
べ
き
を
信
ず
。
吾
ん
4

東
京
及
大 

阪
の
工
業
試
驗
所
於
唯
"

我
國
固
有H

業
の
發
達
を
圖 

b

又
は
歐
米
先
^

國
に
於
て
旣
R

實
行
せ
る
方
法
に
し 

で
未
だ
我
國
に
實
行
し
得
ざ
る
も
の
、
適
否
を
考
究
す 

る
の
み
杞
止
め
す
"

進
ん
で
益
々
歌
術
的
硏
究
R

盡
瘁 

し
以
て
我
エ
業
界
を
指
導
し
大
R

國
家
の
利

福

を
B ，
る
- 

べ
' き
こ
セ
希
望
*し
て
已
ま
ざ
る
な
-
,

=
v
.
(

求

I

號

四

堆

代

(ニ)增

雄

U

地
代
發
生
の
质
因

地
代
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て
如
何
な
る
原
因
に
ょ
つ

て
支
柳
は
る
、̂

至
る
か
、
即
ち
地
代
支
拂
な
る
现
象.

は
如
何
に
し
て
發
生
す
る
か
、
ど
い
ふ
こ̂
R
就
て
は
'

她
代
の
意
義
に
關
し
て
議
論
が
歸
.
|し
て
居
&

な
い
？

同
じ
く
"
是
れ
亦
人
に
ょ
つ
て
意
見
が
異
な
つ
て
居
る

の
で
あ
つ
て
> 

或
る
者
は
地
代
を
以
て
特
定
のg

然
的-

原
因
か
ら
發
生
す
る
.も
の
で
6

る
ど
說
明
す
る
a

然
法
，

的
見
解
を
取
ぅ
、
又
或
る
.渚
は
之
を
以
て
特
定
の
社
會

的
經
濟
的
原
因
か
ら
し
て
發
生
す
る
も
の
で
わ
る
ど
說

•

明
す
る
の
見
解
を
取
つ
て
居
る
。
而
し
て
地
代
の
意
_

に
關
し
て
狹
義
の
見
解
を
取
る
も
の
は
大
體
に
於
て
地

代
の
.發
生
原
因
に
關
し
て
は
自
然
法
的
見
解
を
取
i

又 

地

代
-0
窻

義

を

廣

義.に
.解
す
る

考

は

大

體

に

：於

て

地

^
^

、の
發
生
原
因
に
關
し
て
は
抑
會
的
經
濟
的
見
解
を
取
つ 

て
居
る
。
こ
は
地
代
0'
-;
1

義
ど
地
代
の
.發
生
原
因V

J

の 

_

^

必
然
的
關
係
が
>

る
_

で
は
な
く
、
地
代
を
狭
義 

k

解
し
な
が
ら
祉
會
的
經
濟
的
原
因
に
ょ
つ
て
發
生
す 

も
ど
考
へ
る
こ
ど
も
出
來
や
ぅ
し
、
又
地
代
を
廣
_
に 

姆
し
な
が
ら
其
の
發
生
に
關
し
て
は
自
然
法
的
見
解
を 

取
る
こ
^

も
出
來
る
の
で
ぁ
る
け
れ
と
も
、
大
體
前
述 

の
如
き
關
係
に
立
つ
て
居
る
、
’藎
し
そ
の
方
が 

一
0
0 

然
.的
な
る
か
爲
め
で
?>

ら

ぅ

。

所

で

此

の

雨

|£
の

見

解 

.に
ょ
る
說
明
は
各
々
相
當
の
理
由
が
ぁ
り
多
ズ
：の
眞
理 

.を
含
ん
で
居
る
か
ら
し
_て
を
れ
^

■信
舉
潜
が
ぁ
，

c\

 ヽ

#

に
前
者
郞
ち
自
然
法
的
見
解
を
取
る
を
以
て
通
說
ビ 

な
す
の
有
欉
で
わ
る
が
、
予
锻
は
自
然
法
的
の
見
解
に 

就
て
は
幾
多
の
缺
點
を
認
め
る
の
で
5>
つ
て
從
つ
て
寧 

ろ
大
體
に
於
て
後
渚
即
ち
a

會
的
經
濟
的
見
解
に
從
ひ 

た
い
ど
思
ふ
も
の
で
わ
を
。
.以
下
地
代
發
生
の
原
因
に 

、關
す
る
代
表
的
な
る
こ
|ニ
の
學
說
を
紹
介
し
最
後
に
自 

芬
の
考
を
述
べ
る
こ
ど
^

す
る
。

.

绡
十
怨
：(

ニ
ー
五
セ
.

)

0

錄

地

.代

.
做

，論

I 

.自
然
法
的
說
明
.に
ょ
ふ
.を
き
ば
|

»

代
は
特
^
の 

場
合
R

於
て
或
る
自
然
的
原
因
か
ら
し
て
.發
生
す
る
も 

の
で
あ
る
$

考
へ
る
の
で
あ
つ
て
、
其
の
原
因
S

し
て 

土
地
の
豐
度
の
相
違
.位
置
の
便
否
、收
■
«

減
の
法
則 

一
.の
三
者
を
擧
げ
1

人
口
增
加
し
從
つ
て
土
地
及
び
土
地 

生
産
物
に
對
す
る
需
要
の
增
加
し
た
場
合
に
於
て
是
等 

の
三
原
因
か
ら
し
て
發
生
す
る
ヒ
說
く
の
で
ゎ
る
。
詳 

\

し
く
云
へ
.ば
、
先
づ
第1

に
、
土
地
は
何
れ
の
部
分
.を 

|

取
つ
で
考
ふ
る
も
他
の
部
分
^
地
味
地
質
を
興
に
し
豐 

度
を
與
に
し
て
居
る
か
ら
、
他
の
事
情
に
相
違
な
き
限
' 

り
は
、
人
が
土
地
を
農
業
用
に
利
用
す
る
に
當
つ
て
は 

先
づ
地
味
最
も
«

饒
な
る
所
即
ち
第1

等
の
地
を
撰
ん 

で
耕
作
す
る
。
然
る
に
人
口
增
加
す
る
に
從
つ
て
土
地 

一
生
産
物
に
對
す
る
需
喪
增
加
す
る
が
爲
め
に
炖
の
雪
要 

R

應
せ
ん
ビ
し
て
土
地
の
耕
作
を
一
層
集
約
的
，に
す
る 

.こ
^

に
な
る
が
，
土
地
耕
作
の
場
合
に
於
て
は
收
糨
遞 

減
.の
法
則
な
る
も
の
が
最
も
著
し
く
作
用
す
る
か
ら
し 

て
第〗

等
の
み
で
は
此
の
.增
加
す
る
需
要
に
對
し
て
無 

,

S

福 

1

四
三



箱
十
怨

0
1

五
八)

.雜

錄

她

，代
槪
踰

®

に
應
す
る
.
こ
^

は
出
來
な
く
な
る
。
を
こ
で
需
悪
增 

-

加
し
供
給
之
に
伴
な
は
ざ
る
の
結
*

ど
し
て
土
地
生
產 

.物
の
代
债
は
漸
次
騰
貴
し
、
を
れ
が
爲
め
に
地
味
の
劣 

れ
る
第
一
一
.等
a

を
耕
し
て
も
引
合
ふ
か
ら
耕
作
は
^

.ーー
 

餘
地
に
も
及
ぶ
こ
ど
に
な
る
。
玆
に
於
て
か
同
じ
生
廣
ノ
 

燕
を
投
じ
て
も
第J

等
地
'ヒ
第
二
等
地
ど
で
は
收
權
R

I 

相
違
あ
る
。
例
へ
ば
同
一
而
橫
の
土
地
に
向
つ
て
同
じ 

.く
ニ
十
圆
の
费
用
を
投
じ
て
第I

等
地
か
i

.
 ニ
石
の 

收
®

が
あ
办
、
第
二
等
地
.か
ら
はJ

石
五
斗
の
收
權
が
~ 

あ
る
ど
假
定
す
れ
ば
、
第

J

等
地
は
第
一J

等
地
ょ
6

も

I 

2t
i}

だ
け
多
く
の
收
#

が
取
げ
ら
れ
る
。
此
の
五
斗
の 

收
嵇
な
る
も
の
は
耕
作
者
の
技
倆
や
資
本
や
勞
カ
な
ざ

\ 

の
逛
力
ら
生
ず
る
の
で
は
な
^

て
全
然〗

等

I
. 

I 

隸
地
ょ
5
.も
地
味
の
優
良
な
る
が
爲
め
I

f

も
の
一 

ヤ
?>

つ
て
是
れ
即
ち
一
等
地
の
'地
代
で
あ
る
。
而
し
て 

庇
の
地
代
は
地
主
の
手
に
歸
す
る
。
蓋
し
地
主
自
&
其 

の
所
有
地
を
耕
作
す
れ
ば
此
の
I I

斗
な
る
挽
S

を
役
吣 

雜
へ
き
は
勿
論
で
め
る
が 
> 

:
新
;.
|
:身
作
を
始
.め
：ゃ
ぅ
ぐ

.館
，
1
1
1
,

I 

四
四'

欲
す
る
漭
に
ど
つ
て
は
第

1
1

等
地
を
開
拓
し
て 

一
S

2 L 

斗
の
收
穆
を
擧
ぐ
る
も
又
は
五
斗
の
地
代
を
柳
つ
て

」

 

等
地
を
借
用
耕
作
し
罾
員
一
石
五
斗
の
收*

を
取
#
す 

る
も
結
果
に
於
て
は
同
橇
で
办
る
か
ら
、
第

j

等
地
•を 

借
る
翁
«

五
斗
の
.地
代
を
拂
ふ
こVJ

を
敢
て
す
る
か
ら 

で
ぁ
る
。
页
に
人
ロ
增
加
し
土
地
生
產
物
の
需
；婴
艰
加 

し
、

1

ニ
等
地
の
み
で
は
又
々
不
足
：を
感
じ
生
避
物
の 

代
價
騰
貴
す
る
に
及
ん
で
は
、.
第
三
等
地
も
耕
作
さ
れ 

る
こ
S

に
な
るC

今
假
&

K
第
三
等
地
で
は
同
じ
二
十 

圆
の
费
用
を
以
て
同j

面
®

か

らI.

石
一
一
斗
を
産
出
し 

得
る
ど
せ
ば
、
第
三
等
地
^
ば
新
た
に
之
ど
第
ニ
等
地 

S

の
收
權
の
差
た
る
！ニ
斗
の
地
代
を
生
じ
、
從
っ
て
第 

1
等
地
の
地
代
は
三
斗
を
增
し
て
八
斗
ど
な
る
。
%

の
. 

如
く
耕
作
地
の
地
味
等
し
き
間
.は

地

代

生

せ

变

優

劣’
 

種
々
な
る
土
地
の
耕
さ
る
、R

及
ん
で
始
め
て
優
等
地 

に
地
代
を
生
ず
る
。
地
味
豊
度
の
相
違
は
地
代
發
生
の 

原
因
0」

.で
ぁ
る
o

第
一I

に
、
，地
味
に
：何
等
の
相
違
な 

.し
マ」

す
る
.も

土

地

は

を
.の
位
巖
.
--
0
:關
係
.か
，ら
し
て
.市

塢
又
は
往
宅
の
近
傍
に
6

つ
て
距
離
短
く
交
通
便
な
る 

も
の
も
ぁ
れ
ば
、
又
僻
遠
の
地
^

位
し
て
距
離
長
く
交 

通
不
便
な
も
の
も
ぁ
る
が
、
市
場
へ
生
產
物
を
贸
る
場 

合
に
は
距
離
近
く
交
通
便
刺
な
る
も
の
.は
然
&
ざ
る
も
 

の
ょ
6

は
運
賃
を
嬰
す
る
こ
ビ
が
少
な
い
か
ら
純
汝
«
 

が

多

い.0
故

に

人

は

先

づ

位

置

の

便

利

な

も

の

を

眞

先
 

に
撰
ぶ
の
で
わ
る
が
、
人
口
增
加
し
土
地
生
産
物
の
需 

喪
增
加
す
るV

J

き
は
代
價
騰
費
し
、
從
つ
て
之
ょ
り
も 

不
便
な
位
置
に
办
る
土
地
を
耕
し
て
も
引
き
合
ふ
こ
ど 

に
な
る
か
&
、
位
置
の
點
か
ら
見
て
第
二
等
に
位
す
る 

土
地
も
耕
作
せ
ら
れ
る
こV

J

に
な
る
。
然
る
ど
き
は
®
 

利
な
る
第j

等
地
S

不
便
な
ゐ
第一
1

等
地
^

の
間
に
は
. 

總
收
權
に
《
變
.
0
,は
な
い
が
純
收
權
R

は
幾
何
か
の
相 

違
を
生
ず
る
。
例
へ
ば
闾
じ
く
ニ
十
圆
の
費
用
に
て
同 

じ
く
一 
一
十
五
圆
だ
け
の
總
收
稀
が
?>
る
ビ
し
て
も
、
前 

遨
即
ち
便
利
な
第
.
一
等
地
は
®

®

^
圆
を
要
し
不
便
な
：
 

第U

等
地
は
運
賃
ニ
圆
を
耍
す
るw

せ
.ば
、
前
考
はI」 

圆
だ
け
純
收
權
に
於
て
多
く
を
擧
げ
得

る

、
：
此.の
.
J
.
P
.

第

十

赞

(

i

九)
m

錄
‘ 

M.. 

 ̂

m

輪
：

な
る
差
额
は
«

利
5

第

1

等
地
の
地
代
で
あ
る
？
更

ド

：
 

人
口
增
加
し
土
地
の
需
喪
增
加
す
るビ
き
は
一
層
位
置 

の
.不
便
に
し
て
運
賃
例
へ
ば
三
圆
を
要
す
る
土
地
が
耕 

さ
れ
、
茲
に
第
ニ
等
地
比
新
に
：
1
圆
の
地
代
發
生
し
第 

|
1

等

地

の

地

代

は】

II
を
增
加
し
て
ニ
圓
ど
な
る
。
斯 

の
如
ぐ
位
置
の
便
否
ど
い
ふ
原
因
か
&

し
て
使
利
な
.土
.

一
地
に
«

地
代
が
發
生
す
る

<
> 

而
し
て
右
述
べ
た
る
が
^
 

ぐ
豐
度
の
楚
や
位
置
の
便
否
は
を
れ
^

^

獨
立
に
て 

一
地
代
發
生
の
原
闪
ビ
な
る
も
の
で

6

る
が
、
耕
作
が
最 

も
便
利
に
し
て
且
つ
最
も
肥
沃
な
る
第
一
等
地
か
ら
し 

て
漸
次
不
便
に
し
て
地
味
劣
等
な
る
土
地
に
移
つ
て
行 

く
の
は
土
地
に
收
權
遞
減
の
法
則
が
最
も
著
し
く
作
用 

\

す
る
が
爲
め
R

優
等
地
ど
雖
も
そ
，の
耕
作
を
集
約
的
な 

ら
し
む
る
こ
ど
或
る
程
度
以
上
に
達
す
る
ビ
き
は
®
め 

に

往

ず

る

增

收

は

ょ
^

V

も
劣
等
な
る
土
地
を
耕
作 

す
る
に
ょ
4

て

得

ら

る

，
ベ

へ

き

收

權

ょ

办

も

少

く

な

々

遂 

に
«

:

如

何̂

费

用

を

投

、
じ

て

1

を
れ
以
上
增
收
:̂
#

る
.
.
. 

こ
ヒ
能
は
'ざ
る
の
點
に
達
す
る
か
ら
で
わ
る
。
即
ち
收 

第
二
p.
,



^

4
 

(

ニ
六
0
} 

0

錄

地

-代

伽

繭

韁
遞
減
の
M

の
作
用
あ
る
が
だ
め
に
地
味
並
に
位
置 

'
の
點
に
於
^

礙
等
な
る
土
地
か
.ら
劣
等
な
る
土
地
に
何 

.つ
て
耕
作
が
擴
服
せ
6

れ
る
の
で
わ
る
か
、b
此
の
法
則 

は
亦
地
代
級
生
の
根
本
M

闲
ビ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら 

•ね
。
故
に
地
代
狻
生
の
旅
阁
は
地
味
の
相
逆
位
骰
の
侦 

莕
の
.巧

收

糨

遞

減

の

法

刖

の

三

考

し

外

な

ら

ぬ

"

ど 

.い
ふ
の
.が
自
然
法
的
の
説
明
で
あ
る
。
之
を
地
代
寒
額 

,

#
說
ビ
云
ふ
"

蓋
し1

定
の
锻
用
^

ょ
つ
て
產
出
し
#
 

，る
生
逄
额
.の
恙
额(

或
は
之
を
反
對
の
方
向
か
ら
云
へ 

ぼ
.同

1

分
*

を
康
出
す
る
に
.要
す
る
生
產
费
の
■差
額)

_fc
ょ
つ
て
地
代
の
#

生

(

並
に
分
最)

を
說
明
し
や
ぅ 

ビ
す
る
も

0

で̂

る
か
ら
で
?>
.
る
.
。
.
.
リ

カ

l
^
r
I
I は
を

の
地
代
論
に
於
て
土
地
の
遵
度
の
差
に
簞
き
を
置
い
て 

‘論
じ(

註

1
)

、
フ
ォ
ン
•
チ

ュ

ー

ネ

V

は
位
ft

の
便
杏
、
距 

離
の
逾
近
R

sr

き
を
®
い
て
論
じ(

«

5

ノ
、、
ル
は
±
 

.地
に
投
せ
ら
れ
.た
る
1
定
の
資
本
に
錯
十
る
報
酬
，の
證 

か
ら
し
て
即
ち
生
產
数
の
相i

姐
か
ら
し
‘て
往
す
る
ビ
說

饋11

铖

.

5
六

K

レ

は

，

『

供

に

は
-
®

代
を
坐
ず
る
鍾
類
の
生
馨
あ
办
苳
論
ず
る
ナ
ダ
ム
'

ヌ
.

ミ
メ
の
^
^
が
見
解
は
最
も
廣
沉
な
る
*
驗
ビ
矛
盾

す
。
若
し
ス
ミ
ス
の
云
、ふ
が
如
、く
な
-

C
S
S

せ
ば
地
代
は

皆
_に
#

^
す
ぺ
き
替
な
る
も
*
刺
#

の
劍
够
の
時
代
に

.於
て
は
、地
•代
な
る
も
の
は
奋
く
世
に
知
ら
れ
ざ
る
を
如

何
せ
む
"
地
代
は
全
く
社
會
の
進
む
に
從
つ
て
順
次
耕

作
せ
ら
る
、
土
地
の
生
座
カ
.の
«

減
せ
る
結
.架
な
$
、

換
言
す
れ
ば
土
地
に
顺
次
投
入
せ
ら
る
、
資
本
の
^
產

力
の
遞
減
の
結
果
な
ぅ
^

い
ふ
を
與
な
^S

V
J

す
。

二
ユ

ホ
ラ
ン
ド
、
イ
リ
ノ
イ
、
イ
ン
デ
ア
ナ
铕
の
新
開
國

R

は
M

代
な
し
。
-又
最
上
.
0土
地
.の
み
刹
作
せ
ら
る
>

國
に
於
て
も
地
代
な
し
。
軿
作
が
劣
等
地
に
ま
で
«

狼

さ
れ
れ
當
時
に
茧
つ
て
始
め
て
地
代
發
生
す
S

さ
へ
云

つ
て
屈
る(

註
四)

。我
國
ド
於
け
る
地
代
論
の
遒
說
も

亦
大
體
斯
る
見
解
を
^

つ
て
居
る
の
，で
6

る(

註
五)

It
.1 

I
X
wic
a
r
d
o

 _;lprincipl€s'of̂
olfticalwconoBy* 

Q
M
. 

X
L

 

訪4 
一；
 

J
,

w
- 

v
'o
n Tiiiinerr 

i
lLi
e
r isoHerte 

^
H
p

cd

这

_ a
c
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h
a
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 c

h
a
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f
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目
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I
r
a
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i
o
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o
n
o
B
i
e
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B
:
,
!
?
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M
s
a
c
I
e
o
d

 Y
T
i
L
e

 

w
i
s
t
o
M
y

 

o
f 

E
c
o
n
o
l
r
d
c
s
，： p.57$>、

' 

,

註
？

，
捧
村:ft
?
.士
！̂5
1£
媢
補
1'
投
經
濟
舉
原
論
=0、
M
田
學
士

『

土
地
經 

濟
論dr

田
岛
陴
土

『

最
•近
經
浒
論

』

、
金#
.傅
士『

社
會
馨
學1、

•

小
川
博
士『

經
濟
學
掃
0』

、
茇

秋_ .1  . 氏
！？

最

新

經

濟

論

』

如

他
.
.

.
然
し
な
が
ら
此
の
見
解
に
對
し
て
は
從
來
幾
多
の
反 

對
論
が
あ
つ
た
。
例
へ
ば
チ
ャ
ル
ヤ
ー
ヌ
はr

近
來
の
地 

代
論
に
於
て
地
質
の
相
違
を
以
て
地
代
發
生
の
主
要
原 

闳
な
な
す
は
大
な
る
魏
な
.

劣
等
な
る
土
地
存 

す
る
が
爲
め
R
地
代
發
生
すV

J

論
す
る
は
該
關
題
の
眞 

の

D
y
n
a
m
i
c
s

 

S
稱
す
べ
き
も
の
を
全
く
1誤
解
せ
る
も 

の
な
り
。…

…

？

力

ー

ド

ー

の

地

代

論

は

原

因

^
結

果 

ビ
を
浪
同
す
。
劣
等
地
あ
る
が
爲
め
に
優
等
-地
R
地
代 

を
生
ず
る
に
あ
ら
す
’
優
等
地
に
地
代
を
生
ず
る
故
に 

劣
等
地
が
耕
さ
る
、
な
み
し
ど
云
つ
た
S

六)

。
ヶ
リ 

丨
は「

人
或
は】

度
は
土
地
の
使
用
に
對
し
て
報
酬
め 

支
拂
は
る
、
は
土
地
が
を
の
品
質
に
於
て
與
な
る
に
基 

づ
ぐ
ミ
い
ふ
a

由
を
承
認
し
‘て
リ
力
1
ド
ー
の§

：

弟
ど 

な
る
ベ
き
も
、
而
も
一
旦
牛
に
對
し
て
代
«
を
支
拂
ふ 

は
或
る
が
他
の
牛
ょ
{

も
重
き
が
故
な
b

ど
か
、
家

部

十

卷
2
 

2)

雜

錄

.

地

代

概

論

犀

に

對

し

て

厣

賃

を

支

拂

ふ

は

一

は

十

人

^

^
る
‘
、̂
, 

足
る
の
み
な
る
R

他
は〗

一
十
人
を
容
る
、
に
见
る
が
^
、
 

な
P
ビ
K

又
は
述
船
舶
が
述
赁
を
徵
す
る
は
或
る
船 

が
能
力
に
於
て
他
の
船
ど
和
遠
す
る
所
あ
る
が
故
な
り 

一.
ど
力
^

い
.ふ
こ
ど
を
立
箝
せ
ん
ど
企
つ
る
^

き
は
、
庇
- 

一
ち
に
リ
氏
の
說
が
全
く
無
雜
な
る
こ
ビ
を
發
览
せ
む」

 

ど
云
つ
て
居
る(

註
七)

。
マ
ク
ラ
ク
ド
は
前
揭
マ
ヵ
ロ 

ッ
ク
の
說
に
反
對
し
てr

®

饒
地
の
多
く
稆
す
る
社
會
刟 

\

胁
の
：時
代
に
於
て
地
代
の
生
せ
ざ
る
こ
^

V
J

せ
ば 

一
そ
は
.豐
錄
地
の
多
き
が
爲
め
に
わ
ら
ず
、
劣
餘
地
^

で 

耕
作
が
搬
張
さ
れ
ざ
る
•が
爲
め
に
も
^

&
ず
。

j

R

全
.

I 

く
土
地
の
^

俗
_

係
の
生
せ
ざ
る
に
*
づ
か
ず
ん
ば
あ 

I

ら
.ざ
る
な
6

、
蓋
し
土
地
多
く
存
す
，るS
き
は
地
代
を
：

、
柳
つ
て
，エ
地
を
_借
る
に
過
ぎ
ざ
る
ょ
り
も
寧
ろ
«

也
を
. 

開
祐
し
て
之
を
所
有
す
ベ
け
れ
ば
な
^V』

ど
云
っ
て
思 

る

(

注
八)

而

し

て

カ

ー

ブ

ー

は

jp

地
味
の
略
々
均
し
‘ 

き

1

の
，
島

國R
於
て
人
口
增
加
し
岛
內
の
土
地
悉
く
#
 

作
せ
&

れ
て
皆
多
，大
の
地
代
を
注
じ
た
る
後
に
绝
6

、

館
.ニ
號

1
:
0七
'



齚

十

饴
0
1

六Jl)

第
二
誠

適
常
の
距
離
に
於
て
新
大
陸
發
見
さ
れ
、
そ
の
結
果
耕 

作

が

島

內

の

土

地

よ

-
^
も

地

味

少

し

く

劣

等

な
.

る

新

大 

陸

上

の

或

る

部

分

の

土

地

に

ま

で

擴

張

さ

れ

れ

$

:̂
せ 

'ば
、
勞
働
の1

部
は
新
大
陸
に
移
さ
.れ
、
生
活
資
料
は 

1

部
彼
等
よ
b
取
得
せ
&

る
べ
し
。
そ
の
結
果
島
內
の 

耕
作
は
以
前
よ
h

も
集
約
の
度
を
減
じ
勞
働
の
限
界
的 

生
靡
カ
を
增
加
す
る
炉
或
は
少
く
ビ
も
を
の
減
少
を
姐 

止
し
、.
土
地
to
限
界
的
生
產
力
を
減
ず
べ
し
。
斯
る
意 

味

に

於

.
て

は

生

産

力

の

相

違

は

地

代

の

發

生

增

加

の

原 

因
れ
ら
ず
し
て
却
て
其
の
減
少
を
來
し
又
は
其
の
發
生 

を
組
止
す
る
の
原
因
ど
な
る』

^
さ
へ
言
っ
て
居
る(
註 

九)

。吾
人
を
以
て
之
を
見
れ
ば
"

假
令
土
地
の
®
K

に 

相
違
6

6
、
位
置
の
便
否
に
差
違
わ
6

て
、
耕
作
か
優 

等
地
か
ら
劣
等
地
に
ま
で
及
ぼ
さ
る
、
こ 

<
あ
b
.
Y
J
も 

土
地
の
貨
借
關
係
な
け
れ
ば
地
代
は
生
發
ぬ
0
地
味
等 

し
く
便
利
の
度
公
亦
等
し
-ど
す
る
も
貸
借
，
係
さ
へ
起 

'.
^

は

地

代«

支
狒
似
れ
得
る
の
で
あ
る
テ
V 

Iド
.
.

v

 

k

 

トス，の“K

へ
る

y

都
:;
^

、',
: 

f
l
y
.
*
-
-
!

;K
:
.;說
It

地
代
の
'.■相
違

て
而
も
之
に
對
す
る
需
要
を
充
す
に
足
ら
ざ
る
程
に
を 

の
供
給
が
制
限
さ
れ
居
る
ど
せ
ば
そ
の
土
地
の
使
用
に 

對
し
て
は

地

代

が

.支

狒

は

る
べ
し」

S

云
ふ
の1

事
に 

過
客
す
ど
せ
ば
不
可
な
き
^
、
若
し
某
の
意
味
に
し
て 

「

か 

>
る
地
賀
の
相
違
な
C

全
然
同1

豐
度
を
有
す
る 

場
合
に
於
て
は
地
代
镟
生
せ
ざ
る
べ
し」

^

い
ふ
に
あ 

せ
ば
を
は
明
か
に
眞
な
ら
ず
パ
云
々』

。
^
論
じ
て 

居
る
力
ー
ヷ
ー
の
言(

註
十〗

)

は
味
ふ
べ
き
で
あ
る
ど 

思
ふ
。

.

!£
六 

W

«
‘ 

History of Economics, p. 583- 

薛
七
’ 

p 

》 

P. 

500
L 

眩
八 

、 

s 

p. 579, 

驻
九 

T, K- carvervThe Distribution of Wealth, 

p. 195. 

薛
十 

L. H
.

 H
a
n
e
y
:

丨History. of.Econo

日ic THought, p. 381' 

眭
十1 

T. 

¥ Carve

.̂—
Ibidp. 193-4,

r

右
.に
述
べ
れ
自
然
法
的
說
明̂

少
し
く
趣
を
異
恥 

し
た
說
明
方
法
は
，
地
^
を
以
て
土
地
の
生
産
力
を
獨 

占
的
R

C
用
す
‘る
こ
^

か
ら
し
て
坐
^
^
る
も
の
^
な
す 

說
で
洸
る
,0

そ
れ
に
^

れ
ば
、
土
地
の
生
產.カ
.に
は
縱 

め
關
係V」

橫
の
關
係
ビ
の
兩
方
面
に
於
て
相
違
が

?>

.销

十

卷O
H
2
1
)

0

錄

地

代

槪

骑

.
を
說
明
す
る
も
而
も
地
代
0-

起
因
を
說
明
し
な
い(

能 

.十)

。豐
度
や
位
置
の
相
違
は
.唯
々
«
_

地
の
地
代
の
分 

量
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
わ
るt

地
代
は
種
々
の
4; 

地
の
生
產
カ
の
相
通
に
基
つ
く
ど
論
ず
る
*

6
-
^
。
さ 

れ
ど
こ
は
何
れ
の
尉
會
に
於
て
も
實
際
耕
作
さ
れ
居
る 

土
地
の
生
產
カ
に
は
多
大
の
相
違
ゎ
6

€
前
提
し
而
し
' 

.て
是
等
の
相
違
は
地
代
の
分
®
を
決
定
す
る
に
何
等
か 

の
關
係
?>

办
^
述
べ
た
る
ァ
y

ダ
ー
ソ
ン
並
に
リ
カ
1

‘ 

ド
ー
の
地
代
論
を
無
制
限
に
解
釋
し
た
る
も
の

f

。 

或

る

土

地

の

地

代

は

其

の

土

地

.に

於

て

生

產

さ

れ

し

分
 

量

W
、

同
量
の
勞
働
及
.び
資
本
を
以
て
现
に
耕
作
さ
れ
；
 

居
る
最
も
劣
等
な
る
土
地
換
言
す
れ
ば
無
償
に
て
借
用 

し
得
る
程
劣
等
な
る
土
地
に
て
生
產
し
得
る
分
量
ビ
0
 

差
额
を
超
ゆ
る
を
得
ざ
る
を
常V

J

す
。
然
h
 V

J

雜
も
Jf
c
>
, 

の
事
實
ょ
り
推
論
し
て
地
代
は
此
の
相
違
に
基
づ
く
ミ 

論
ず
る
場
合
に
於
て
、若
し
爾
か
沄
ふ
意
味
が
®

に「

或 

る
社
會
に
於
て
土
地
が
如
何
に
多
く
存
し
又
如
何
^

»

,
 

な

ら

ど

す

る

も

、
.
-之

：が

他

の

土

地

ょ

办

も

鑛

等

に

し

'
.
.

沃る
す
即
ち
橫
の
關
係
ぬ
於
て
は.肥

良
ft
土

地
ビ
瘠

せ
穴 

土
地
^

の
間
に
生
産
力
の
相
違
が
ぁ
b

、
縱
の
關
係
ド 

於
て
は
同
じ
土
地
で
も
收
稂
遞
減
の
法
則
の
作
用
办
る 

.
結
果
ヒ
し
て
耕
作
を
集
約
的
な
ら
し
む
る
に
從
つ
て
生
. 

\

產
カ
の
遞
減
を
來
す
。
故
に
同
じ
く1

石
の
米
を
生
産
. 

\ .

す
る
.に

就

.
て

も

生

產

カ

の

大

小

に

反

比

例

し

て

生

產

数
 

|

に
大
小
の
相
違
を
來
す
も
の
で
ぁ
る
。
今
、
甲
乙
丙
の 

三
地
を
想
像
し
、.
甲
地
最
も
肥
沃
に
し
て(

即
ち1

等
' 

地
.

)

乙
地
之
に
次
ぎ(

g

ち
二
等
地)

丙
地
最
も
»

せ
，
 

た

ぅ

(

即
ち
三
等
地
.

)

^J

假
定
す
れ
ば
、
生
産
費
の
關
：
 

係
は
例
へ
ば
次
の
如
く
に
な
る
。
•

.

第

1

次

第

二

次
.

第
三
次
：

.
 

'
.
甲
地(

一
等
.
地

)

.

5

10
15
‘

1

.

K
J

 

地(1.1

等
地)

ノ

10
.

15
.

丙
地(

1
ー：一
等
地
.

)

.

.

15
,

.

而
し
.

て
米
價
五
圆
な
る
ビ
き
は
甲
地
の
第
'1

次
生
庳 

力
を
利
用
し
て
ニ
石
を
坐
產
す
る
も
引
き
合
ふ
か
&

 t

 

石
だ
け
は
生
產
せ
ら
れ
る
が
生
產
费
ビ
收
稷
て
同
額
で

笫
ニ
號

I

四
九
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笫

十

锻(

ニ

六

四)

雜

錄

地

代

概

論

ぁ
っ
て
未
だ
地
代
を
生
じ
な
い
。
然
し
米
®

が】

石
十 

间
に
騰
貴
す
れ
ば
V

地

の

第

一

一

次

弗

逄

カ

を

利

用

す

る 

も
刃
き
合
ふ
か
ら
茲
に
ニ
孖
の
米
が
生
產
せ
&
れ
十
五 

圓(
1
0

 x

 5
〕

の
年
1

«
々
役
じ
て
一
一
十g

(

 

s
 

X

 2
)

の
坎 

稂
を
#

" 
0

一
 

次

生

產

カ

か

ら

し

て

五

；
圆

の

地

代

を

生 

中

，る

。

假

令

甲

地

の

第

一
1

次

生

.產

カ

が

利

用

さ

れ

な

い 

ビ

す

る

も

乙

地

の

第

〗

次

注

鹿

力

が

别

用

せ

ら

れ

-

乙 

地

は

收

支*-
偾

ぅ

の

み

で

未

だ

地

代

を

生

じ

な

い

•け

れ 

と
も
4
甲
地
は
生
産
®

ヒ
收
糙
ぐ

」

の
.差
3£
圓
だ
け
の
地 

代
を
生
ず
る
。
然
る
R
此
の
際
若
し
来
俏
の
十
圆
に
騰 

貴
す
る
を
待
た
中
，

〕

拓
七
圆
五
士
錢
に
な
っ
た
V
Cき
R 

fp
地
の
第1

1

次

注

產

カ

は

，乙

地

の

第

〗

次

生

産

力

を

利 

用

す

る

な

を

ば

十
K
B1
の

生

產

费

(5 

+10
"
1
5
)

を

投

じ 

て

十

五

圆

の

收

糙
?

5
 X 
r

s)

を
得
る
R
過
ぎ
中

し 

て

全

^

に

於

て

收

支

償

ふ

の

み
な
る
が

故
R
地

代

發

生 

の

餘

地

は

な

い

又

米

價

が

.十

五

圆
R
な
っ
^
^
き
に 

甲

地

の

第1

1
.i
生

淹

力

、
乙

地

め
第

一
一
次生
^

-

丙
地 

の

.f1:

次

生

產

力

を

利
用
す
る
へ
な
6

ば
、
,

甲
地
は
十
$

.第

.

U

號

S

P

®]〔

1
5
'
x
'
3 
丨ー(5

 +
1
.
0

 

十1
5
}
=
1
5
3

，乙
地
は
:»
:

圆
£
1
5

 ̂

2

丄

1
0

 +
1
5
>
=
5
〕

の
地
代
を
印
；ず
る
の
で
6

る
け
れ 

ど
も
：.。
藉し

： .

米
®

の
十
五
圓
に
騰
貴
す
る
を
^

た
ず
し
、、
 

てj

界
十
細
^
:な

；
つ

た

ど

き

に

右

の

如

く

耕

作

を

集

約

， 

な
&

し

め

又

は

；鑛

張

す

る

VJ 

&
は
^

地
(̂
は

何

等

の

也

つ
て
五
圓
の
損
失
を
受
け
る
0

0

XLO
丨
.

(

s
 

+ 

G
 

r
丨 

S

0
で
ぁ
つ
.で
、
是
亦
地
代
燬
生
の
餘
地
は
な

い

◊

即
 

;%
タ
る
.；劣
等
生
產
カ
を
利
用
す
る
場
合
に
於
て
全
體 

R
於

て
’收
支
相
償
ふ
の
程
度
ま
で
米
價
が
艤
貴
す
れ
ズ
. 

直
ち
は
劣
等
生
康
カ
を
も
承
用
す
る
^
.云
ふ
方
針
で
t

. 

業
を
や
れ
ば
地
代
.は
永
久
k

發
生
す
る
餘
地
は
な
、
K 

唯
々
劣
等
生
產
カ
を
利
用
す
る
こ
ど
が
を
汁
自
身
-
译

 

て
相
償
ふ
ど
い
：ふ
程
度
ま
.で
米
滅
の
.騰
貴
す
る
ま
で
生
，
. 

產
を
差
し
控
1
.

そ
の
時
の
.來

る

に

及

ん

で
生
產
を
.す 

る
.せ
い
ふ
こ
ビ

。.
即
ち
私
經
濟
的
經
濟
*
義

に

ょ.
0て 

生
產
カ
を
獅
占
的
に
利
用
す
る
せ
い
ふ
こ
が

f
 

4

,
 

て
.始
め
て
地
；代
^
發
生
す
る

の
'
で
わ
る
ど

い

.ふ
；.■
こ_
 

?

を

。
地
代
は
土
地
0

生
.產
カ
殊
^

優
等
生
.
®
力
の
刺
用 

を
制
眼
し
生
產
物
の
代«

を
高
め
る
こ
ミ
に
よ

り
.て
生 

.ず
る
、
即
ち

«

等
^

產
方
の
獨
占
的
刺
扣
狀
よ
つ
て
生

る
も
め

^
J>
+る
o
ビ

.ぃ
:ふ
の
.で
6
る

.，&
國

の

.
^
田 

协
士
の
如
き
は
此
‘の
說
を
ビ
つ
て
E

&
れ
る
ハ
駐
+

コ

 
一W 

.
然
し
な
が
ら
此
の
說
は
镇
に
地
代
ビ
し
て
曳
拂
は
名 

.Y

き
も
の
、
地
代
支
捧
の
用
に
供
せ
ら
る
べ
き
も
の
は 

，
如

何

に

し

て

生

す

る

や

V」

い
ふ
こ
^
を

說

明

す

も

に
it 

-

ま
る
も
の
で
、
未
だ
地
代
そ
の
も
の
、
發
生
。
地
代
支 

-柳

の
現
象
の
發
生
を
說
明
し
な
い
で
吾
人
は
如
何
に
し 

ぃ
て
此
の
地
代
支
拂
の
•用
に
供
せ
ら
れ
得
べ
き
差
益
が
實 

，際
：に
地
代
ど
し
て
地
虫
に
支
挪
は
る 

>
やv

j

い
.ふ
こ
S 

.の
«
義
を
得
れ
.い
.の
.で
ゎ
る
，。
右
の
如
く
、
地
代
は
土 

•地
生
産
力
を
細
占
的
^.
刺
用
す
る> 

5
J
'
に

よ

つ

：て

生

ず 

•る
ビ
論
ず
る
0
:は

ー

即

ち

地

代
1

§

を
|囘
收
し
撙 

.
る
以
•上
の
收
權
を
#
る
ご
S

に
よ
.つ
そ
生
ず
ビ
云
ふ
に 

•過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
恰
も
利
子
は
其
の
他
の
生
產 

典
を
偾
ひ
#

る
以
上
の
收
玀
を
.得
る
こ
ビ
に
よ
つ
、て
生

钫

十

怨(

ニ六五

)

’
雜
錄
地
代
概
論

t

.ミ
衮
.ひ
"
。
又

は

勞

銀

は
’其

の

他

•
の

法

遗

潰

を

償

ひ

得
 

る
以
上
の
#

^

を
#

るM

 

€

^
ょ
つ
て
坐
ず
.ど
去
ふ
ビ 

毫
も
撰
ぶ
所
.は
な
い
。
此
の
輝
は
"

地
代
を
以V

優
等 

地
は
自
.か
&

生
れ
る
も
.の
で
あ
る

i 

.生
れ
.て
而
し
'て
後 

に
地
主
'の
';手
.に
歸
.す
る
'も
の
'で
?)

る.VJ

な
ず
自
然
法
的 

.觅
解
を
.ビ
る
潘
‘に
は
首
肯
さ
れ
る
か
も
.知
れ
な
い
け
れ 

ど
も
> 

地
代
は
人
か
支
撖
ふ
4

の

で

あ

る

、

土

地

め

'
使 

用
料
ど
し
、て
地
主
：に
支
拂
は
.れ
て
始
め
て
地
代
ビ
な
る 

支
.柳

は

れ

ざ

，
る

.限

り

は

地

代

に

，
わ

&

ず

し

て

隳

な

冬

逾
 

刺
所
得
で
わ
る
S

い
ふ
見
解
を
取
：る
菩
人
に
.̂

つ
て
は 

全
く
.滿
足
す
る
こV

J

の
出
來
な
い
所
の
も
の
で
あ
る
。

6
十

三

『

地
代
の
性
質』

へ
-.
货
都
法
學
兪
雜
誌
芄
卷
ナ

、
t 
一
 
S

M
 

‘

.代
の
性
.質
|-
就

£( 「

經
.濟
論
徼」

5
1
城)

.

B

社
#

的
經
濟
的
見
解
•に
ょ
れ
ば
、
地
代
は
一定の
 

社
會
的
經
濟
的
の
w

f

の
下
.

に

於

；
て

人

が

：支

鄉

ふ

，
も

め

で
あ
る
■

ビ
考
へ
.
る
0

で
3>

る
。
ア
ダ
ム
.®ヌ
ミ
ス
や
オ
タ 

ペ
ン
ハ
ィ
マ
ー
は
此
の
»

の
見
«?
.
.を
持
つ
て
®

る
4

ス 

ミ
ス
！！！

く

『

何

れ

の

國

に

於

で

も

土

地

4
#

-

私

有

财

第ニ铖

r
.
.
!F
,
r



站十怨
O
H

ハ六)

雜

錄
地
代
胺
論

齋

V
J

な
6

終
る
や…

：
地
中
：は
土
地
の
自
然
的
坐
産
物
；，
 

を
採
取
す
る
に
對
し
て
す
&

地

代

を

喪

求

す

。

…

：
.
然 

る
^
き
は
人
は
此
の
許
諾
に
對
し
て
報
酬
を
支
柳
は
ざ 

る
べ
か
ら
す
。
生
產
物
を
ば
之
が
集
取
の
勞
働
及
び
資 

本
の
利
_

に

相

當

す

る

以

上

の

分

最

の

貨

幣

*
,
勞

動

又
 

は
3

他
の
財
ど
交
換
し
其
の1
部
を
ば
前
記
の
許
諮 

に
對
す
る
報
酬
ど
し
て
控
除
せ
ざ
る
べ
か
、ら
ず
。
こ
れ 

厳
初
の
地
代
を
#

成
す
る
も
の
な
-
^

』
(

往
十
四)

f

 
士
池 

の
使
用
に
對
す
る
代
偾
ど
し
て
考
へ
ら
る
、
也
^

i

^

 

レ2

代
债
た
る
こ

;̂勿
論
な
り』

(

註
十
五)

どo 

'ォ
ッ
ペ
ン 

ハ
ィ
マ
ー
：

I： 
く

『

土
地
が
所
有
せ
ら
れ
自
rl
l

農
地
の
^
 

存
せ
ざ
る
^
及
び
て
土
地
は
始
め
て
價
値
を
存
す
る
に 

辛
：6
又
始
め
て
抵
當
に
供
せ
ら
れ
#

る
^

至
る
。
然
る 

R

此
の
時
に
至
つ
て
1
方

に

於

て

は

負
|«
又

は

分

割

相
 

續
に
ょ
り
て
土
地
所
有
權
の
縮
少
を
來
し
他
方
に
於
て 

は
質
收
に
ょ
つ
て
土
地
所
有
權
の
集
中
搬
大
を
致
す
丨 

が
，

^
て
土
地
の
所
有
に
大
な
る
懸
隔
を
生
ず
る
に
足
' 

ぅ
て
炫
に
土
地
を
有
せ
ざ
る
農
業
勞
働
«
の
發
生
を
見

绡
ニ
锶
.

.

$

ニ

る

、

而

し

て

彼

等

は

；獨

占

代

價

尨

る

地
代
'を

僉

擔

せ

ぎ
 

る
べ
か
ら
ざ
る
^

至
る
.な
‘
|

^
。(

^

,
六)

即

ち

^

て 

の
土
地
が
私
.有
財
產
ど
な
'ぅ
了
つ
て
最
早
殘
存
ォ
る
自
- 

‘由
地
な
く
而
も
其
.の
土
地
所

有

權

，
の

分

配

狀

滕

が

各
 々

の
土
地
利
用
者

の
利
用
せ
ん

€

欲

す

る

程

度

^

_
|致
士」

》

ざ
る
が
爲
め
に
土
地
の
貨
借
關
係
の
起
る
に
及
ん
で
玆
 

に
地
代
支
#

な
る
現
象
が
起
る
の
で
あ
る
ど
云
ふ
の
で 

6

る
。

\

思
ふ
に
凡
て
の
土
地
の
所
有
ど
ぃ
ふ
こ
ど
は
地
代
の 

一
發
生
に
も
必
喪
な，

」

ビ
.で
J>

る
b
蓋
し
土
地
が
何
人
の 

有
に
も
屬
せ
ざ
る
限
6

は
：之
が
使
用
に
當
つ
て
使
用
料 

一
を
®

ふ
®

力
な
い
し
、
又

一
部
所
有
さ
れ
た
^

し
て
も
. 

他
に
自
由
地
の
存
す
る
.

限
6

は
地
代
を
»
つ
て
设
用
す 

る
ょ
6

も
多
少
劣
等
ビ
は
云
へ
新
地
を
開
拓
所
有
す
る 

か
&
で
ぁ
る
ノ
但
し
土
地
の
所
有
は
必
ず
し
も
秘
有
た 

る
こ
ミ
を
必
要
マしし
な
い
、
國
有
で
?>
つ
て
も
國
家
W
 

私
人
ミ
同
じ
經
濟
的
旅
則
に
從
，つ
て
.

行
動
す
る
限
.C

V

は 

.

差

支

な

：い
；
の

で

ゎ

る

'0
.
.
:次

忙.
土

地

の̂
^

翮

係

ふ

地

代

：

-

發
注
k

必
要
で
ゎ
.
る
V
叢
し
地
代
は
土
地
贷
惜
の
場
合 

に
支
拂
の
契
約
が
結
ば
れ
る
も
の
で
ゎ
る
が
、
凡
て
の 

土
地
利
用
者
が
悉
く
各
自
の
利
用
せ
ん
ど
欲
す
る

だ
け 

の
土
地
を
充
分
に
所
有
し
て
居
る
な
ら
ば
何
ん
も
地
代 

.を
却
つ
て
他
人
か
ら
士
地
を
借

3

や
3

ビ

す

.る

も

の

は 

な
い
か
ら
で
ゎ
る
。
ス
ミ
ス
が
地
代
鞔
生
條
件
ど
し
て 

土
地
の
所
有(

之
を
私
有
に
限
つ
た
の
は
不
滿
足
で
は 

ぁ
る
が)

を
擧
げ
、
ォ
ッ
ぺ
ン
ハ
.ィ
マ
ー
が
猶
ほ
其
の
上 

に
土
地
贷
借
の
前
擺
條
件
ビ
し
て
土
地
所
有
權
の
分
配 

の
不
印
均
を
擧
げ
れ
の
は
當
を
将
て
居
る
ど
云
は
ね
^
 

な
ら
ぬ
然
し
な
が
ら
地
代
を
以
て
獅
占
代
價
な
^CV

ど 

S

ふ
の
は
梁
し
て
常
れ
り
や
否
や
。
素
ょ
り
土
地
の
供 

給
は
^

の
最
大
限
度
が
劍
さ
れ
.て
?>
つ
て
現
に
地
球
上 

k

存
す
る
土
地
以
上
に
は
搬
大
さ
れ
得
な
い
こ
ど
は
勿 

論
で
ゎ
る
か
ら
、
其
の
供
給
が
僧
加
さ
れ
な
い
^
云
ふ 

意
味
^

-

於
て
土
地
を
獨
占
財
な
6

ど
云
ふ
な
ら
ば
9 

K

 

て
土
地
.の
み
ど1.K

は

す

"

所

謂

自

由
財
な
る
•
空
氣
で
も 

水

で

も

同

様

に
*

占

财

だS
云

は

な

け

れは
な
ら
ぬ
。•
.

想
I

 

(
I
I

六
七)

雜

錄
ノ 

槪

辦

又

供

給

が

需

喪̂
充
す
反.足

か

な

：い&

い
ふ
意
味h
於 

て
獨
占
的
な
.

C
V
?

云
：ふ
..な

ら

ば

家

屋

：で
も
牛
馬
.で
も
*

.
 

物
で
も
凡
そ
代
價
'を

，要

求

し

得

る

も

0
.は
悉
ぐ
«
占
的 

な
.
6從
つ
て
代
僧
は
凡
.て
獨
占
代
價
な
ぅ
ビ
去
は
な
く 

て
は
な
ら
.な
：い
こ̂

に
な
る
。
噍
土
地
は

j
般
の
財
が 

》

勞
働
.

.VJ

資
本
ど
.を

投

す

れ

ば

任

意

'に
其
の
供
給
を
#

如 
\

し
#
'る
R

反

し

て

絕

對

的

に

.其

の

供

給

を

增

加

す

る

爭 
\

が

出

來

な
い
ど
い
.ふ
意
味

^

於

て

獨

占

的

な
.々

€

S

ふ 

I

こ
•ど
は
之
を
妨
げ
な
い
。；
然

し

な

，
が
ら
地
代
を
.以
て
i
 

I

地
の
獨
占
即
ち
供
給
の
制
限
^

い
：ふ
事實
か
ら

發

生

す‘ 

名
ど
見
る
の
は
正
當
で
は
な
い
，
何
ビ
な
れ
ば
假
令
ホ 

地
の
供
給
制
限
.さ
れ
居
る
^

も
。
を
が
共
有
財
産
な
る 

場
合
從
て
貨
借
關
係
©

發

生

せ

ざ

；

場

合

に

於

て

は

地

，， 

代
は
支
拂
は
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
又
土
地
の
獨
占
.̂

1

衣
.ふ
こ
S

を
以
て
'優
等
地0

分
量
の
制
限
^

い
V
ふ
M

 

_
 

に
解
す
る
ビ
も
、
を
は
唯
或
る
優
等
地
^

他
の
劣
等
地
，
. 

ど

の

地

，代

の

間

に

相

違

あ

.る

.
T
Ĵ,

を

示

す

に

，
過

ぎ

な

い
 

の(

で
.、7
.或

る

：
優

等

地
^

地

代

：の
.夾

拂.は

る

^
腺

既

を

魏
 

律
ニ
號
へ
:
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-
l
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論

明

し
.な
い
，
要
す
る
比
地
代
を
»

て
土
地
，の
所
有
ま
に 

貨
i

係
か
ら
生
^

,

る
ど
®

ふ
は
可
、
然
し
な
，が
&
地

0

0

,

 

. m

四
：
，

は
說
明
方
法
を
他
に
求
め
な
く
て
は
®

ら
$

然
ら
ff 

吾
人
，は
地
代
®

發
生
M

因
'を

何

に

求

め

や

ぅ

^

す

る

の
 

で

あ

る

か®

代

は

土

地

.
の

撷

占

ょ

ヶ

生ず
る

^

い

ふ

は

當

う
て

居

ら
 

な

い

…
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四
以
上
述
べ
れ
所
に
ょ
れ
ば
，
.地
代
を
以
て
土
地
の 

地
哝
や
.

位
置
の
相
違
即
ち
生
產
カ
の
相
違
に
基
い
て
、生
：
 

t
s
. 
^

な
す
說
は
罾
に
各
々
の
土
地
の
地
代
^
相
違
わ 

る
の
原
因
を
示
し
た
る
に
過
ぎ
ず
し
て
地
代
の
發
生
原 

因
を
.

示
さ
ず
。
土
地
の
生
.

產
カ
を
獨
占
的
に
.
使
.用
す
る 

に
ょ
つ
て
生
ず
る
ビ
な
す
說
は
辑
に
地
代
ビ
し
て
支
拂 

は
れ
#

ベ
き
も
の
、
如
何
に
し
て
發
生
す
る
や
を
說
く 

の
み
に
し
て
求
だ
如
何
に
し
て
地
代
そ
の
も
の 
>
支
禪 

は

る

、
や

を

說

か

な

い

、

前

し

て

土

地

の

獨

占

に

よ

つ

.

抑
々
地
代
は
土
地
0
.使
用
料
で
ぁ
る
、
土
地
の
貨
偕
：
 

^
师
隨
し
，て
座
^

る
も
0
.で
ぁ
る
故
に
土
地
の
貨
^
 ̂

換
言
す
れ
ば
地
.處
S
借
地
人
ざ

の
關
係
な
る
も
の
は
»
~ 

一
代
發
座
の
第

T

要
件
で
ぁ
る
。
こ
れ
な
く
ん
ば
假
令
地
。
 

.味
や
位
置
の
相
違
が
^
ら
ぅ
^
も
地
代
は
決
し
て
生
じ
. 

な
い
、
又
此
の
關
係
さ
へ
ぁ
れ
ば
地
味
に
相
違
な
く
ミ 

も
地
代
は
發
生
す
る
。
例
.へ
ば
大
海
中
の
一
孤
&
、
ホ 

|

地
は
¥
坦
に
し
て
悉
く
沙
地
從
つ
て
地
味
に
何
等
办
懸 

隔
な
し
ビ
假
定
.し
^

場
合
^
:於
て
％
全
島
の
土
地
悉
く 

\

耕
し
盡
さ
れ
て
又
餘
6

な
き
時
は
玆
に
土
地
の
貸
借
が 

行
は
れ
る
"

而
し
て
殼
價
が
騰
貴
す
れ
ば
必
す
•凡
て
の
. 

土
地
に
就
て
#

代
が
亥
拂
は
れ
る
.(

後
述
參
照)

•又
位 

置
の
姐
否
の
差
な
し
ミ
.す
る
も
此
の
關
_

さ
へ
わ
れ
^

て
钜
ず
ミ
說
ぐ
說
も
穩
當
を
缺
ぃ
て
未
だ
全
ぐ
吾
人
を
同
じ
く
地
代
か
發
生
す
る
、
例
へ
ぼ

«

多
0
市
場
が

®

滿

尤

せ

し

む

‘4

こ
'
€

は

出

东

な

い

.

*

兹

に

、於

て

か

.齋

人

.

M
W

—

t

e
は

附

近

の

土

地

は

恶

咨
の
差
が
な
い
も
の
る
見
る
.
こ
ど
が
出
來
.る
が
• 

土
地 

0

貸
借
の
行
は
る
>

限
A

は
矢
張
4

地
代
が
支
拂
は
れ 

る
、
土
地
生
產
物
の
騰
貴
し
れ
る
場
合
に
於
て
は
#
に 

然
る
を
見
る(

後
述
參
照)

。故
に
吾
人
は
地
代
發
生
の 

條
件
ミ
し
て
第
一
に
土
地
の
貸
借
關
係
を
擧
げ
な
く
て 

ば
な
&

ぬ
。

.

然
ら
ば
貨
借
關
係
の
生
中
る
原
因
如
何
ビ
い
ふ
に
、
 

を
は
畢
筧
土
地
が
私
有
財
產
ビ
な
み
而
も
其
の
所
有
權 

の
分
配
狀
態
が
各
自
の
利
用
せ
ん
ビ
欲
す
る
分
量
^

j

 

致
せ
す
？
1

方
に
於
て
は
自
ら
利
用
せ
ん
ど
す
る
以
上 

の
土
地
を
有
す
る
者
3>
4

他
方
に
於
て
は
自
ら
育
す
る 

#

M

が
自
ち
利
用
せ
ん
€

欲
す
る
分
量
に
足
6

な
い
か 

k

は
全

然
土
地
を
所
有
しな
い
ど
い
ふ
事
實
、

一
言
に

I. 

し
て
云
へ
ば
廣
き
意
味
に
於
け
る
生
產
資
料
分
有
の
事 

實
か
ち
生
じ
て
來
る
の
で
3>

る
。

何
故
忙
貸
借
に
當
つ
て
地
代
の
支
拂
が
約
東
せ
ら
れ 

.る
か
。
地
法
も
借
地
人
も
共
に
土
地
に
11
員
を
認
め
る 

か

:4
で
ぁ
る
"
即
ち
地
主
は
土
地
に
價
値
を
認
め
る
か 

第

十

想

(

.二
六
九)

雜

錄

，：

地
：代

ら
土
地
の
貨
與
に
對
し
て
«

代
を
要
求
し
、
借
地
ん
は 

土
地
に
價
値
を
認
め
る
か
&
土
地
の
借
用
に
對
し
て
塊 

代
の
支
拂
を
承
諾
す
る
の
で
わ
る
*
地
主
及
び
借
地
人 

の
双
方
又
は1

方
が
價
値
を
認
め
な
い
時
は
地
代
は
十
乂 

拂
は
れ
な
い
。
然
&
ば
此
の
價
値
ど
は
何

か
• 

土
地 

„
が
生
產
上
の
目
的
を
以
て
借
入
れ
ら
れ
る
場
合
に
は
興 

の
土
地
の
生
產
カ
が
即
ち
そ
れ
で
あ
り
、
營
刹
上
の
目 

一
的
を
以
て
借
入
れ
ら
れ
る
場
合
に
は
收
刺
力
が
即
ち
を 

れ
で
わ
る
。
詳
し
{
云
へ
ば
そ
の
土
地
を
生
產
又
は
營 

利
上
に
利
用
す
れ
ば
以
て
之
に
#
す
る
費
用
を
償
ぅ
て 

猶
ほ
餘
々
?>

る
程
の
收
益
が
擧
げ
得
&
れ
る
ど
い
ふ
こ 

€

:%

換
言
す
れ
ば
そ
の
：土
地
が
そ
れ
自
身
に
於
て
收
益 

上

-̂

貢
献
す
る
所
が
'あ
名
r

い
ふ
こ
^

即
ち
こ
れ
で
^
 

る*
*

若
し
±

地

に

勞

働

及

^

資

本

を

投

じ

て

も

そ

の

收
 

穫
は
以
て
此
の
を
償
ふ
て
餘
i

が
な
い
^
;
い
ふ
場 

合
に
は
其
の
土
地
は
生
產
又
は
營
利
上
毫
も
價
値
を
®
 

め

ら

れ

な

い

か

.'之

に

向

つ

て

は

假

令

貸

借

が

行

は
 

れ
る
t'

し
て
も
地
代
は
支
挪
は
れ
な
い
。
費
用
を
償
ぅ 

?

1
糠 

S
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七
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雜

錄
，

，

代

榔

P

f

餘
ヶ
あ
る

場
谷
に
'於
て
船
め
：て
‘借
手
は
其
の
餘

A

の 

+

か

ら

使

用

料

を

出

し

得

：る
の
で
^

つ

て

地

代

が

支

拂 

は
れ
る
。.
.
尤
も
或
る
土
地
が
費
用
を
償
.r

v

て
餘
&
あ
る 

鍵
の
住
產
物
を
擧
げ
得
る
^
い
ふ
が
爲
め
に
は
土
地
が 

相
當
に
肥
沃
な
る
こ
^

"

.

便
{

且
な
位
镫
に
あ
る
こ
'£
並 

it
ft

價
の
相
當
に
高
■
い.
.
こ
^

を
必
耍
ど
す
る
か
ら
,1

>
て 

地
味
の
肥
沃
t

代
偕
の
高
い
^

い
ふ
.

こ
^
が
地
代
の
原 

,
0
の
如
く
に
愆
は
れ
な
い
で
も
な
い
が
、
而
も
土
地
は 

癖
せ
て
居
b

不
便
な
位
歡
に
あ
る
ど
し
て
も
生
産
物
の 

代
價
が
高
け
れ
ば
土
地
に
は
價
徹
が
生
じ
、
代
價
低
く 

ビ
も
土
地
肥
沃
な
れ
ば
是
れ
亦
價
値
を
生
ず
る
こ
ビ
狀 

な
つ 
'て
焙
等
0

三
者
は
，結
局
|0
«

の
有
無
大
小
S

云
ふ 

ご
ビ
R

線
合
さ
れ
る
こ
^

に
な
る
か
ら
し
て
，
土
地
を 

僧
用
す
る
こ
^
に
ょ
う
で
得
べ
き
利
益
の
有
無
を
以
て

故
に
吾
人
は
地
代
發
疰
の
條
#

ビ
し
て
ノ(

1)

出
地 

が
所
有
せ
&

れ
而
し
で
：0:

1
)
.

そ
の
貨
借
關
係
の
起
る 

t
e
.
當

つ

：てc

三)

.
そ
の
土
地

の

借

用

が

收

益

上

價

値

あ

餺
§

1

瓦
穴

る
も
の
^

認
め
&

ゐ
V

?

:

い
ふ
こ
^
の
三
者
を
擧
げ
れ 

ぃ
o
是
等
の
三
條
件
さ
へ
具

は

れ

ば

：、

其

の

他

の

事

情 

の
如
何
に
論
な
X

即
ち
®

味
の
相
違
の
有
る
^
無
き 

ど
を
間
は
す
、
位
置
に
便
否
の
相
簿
ぁ
る
^
否
ミ
に
抅 

は
ら
ず
、
又
生
産
力
を
獨
占
的
R

利
用
す
る
ビ
否
ど
を 

論
せ
ず
、
常
f

c

地
代
は
發
生
す
る
。
而
し
て
是
等
の
條 

件
具
は
'.
&

す
.

ん
ば
如
何
な
^

原

因

ぁ

，る̂:
も

地

代

は

支
 

挪

は

れ

な

ぃ

の

で

办

る

。
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